



A Study on Teaching How to Read "Non-continuous texts " 





















































































































































































































































































































（３）PISA 型「読解力」は、次のように定義されている。“Reading literacy is understanding, using, reflecting on 
and engaging with written texts, in order to achieve one
,
s goals, to develop one
,
s knowledge and potential, 
and to participate in society”（「自らの目標を達成し、自らの知識と可能性を発達させ、効果的に社会に参加する
ために、書かれたテキストを理解し、利用し、熟考し、これに取り組む能力」）なお、"and engaging with"（「これ
に取り組む」）という文言は、第４サイクルである２００９年調査で新たに追加された。
（４）“Programme for the International Assessment of Adult Competencies”「国際成人力調査」と翻訳されてお
り、２０１１年８月～２０１２年１月の間に実施される。「読解力」「数的思考力」「ＩＴを活用した問題解決能力」の３分野
での調査を行う。



















































































グラフ・小学生ナウ Vol.２３ - １』ベネッセ未来教育センター、２００３年。（図表については一部表記を変え
たところがある）。







２０ １　1. 6.　1 5
　担当：仁野平智明
学籍番号 氏名
★資料から読み取ったことを根拠にして意見を述べるトレーニング①〈続き〉
　次の５つが、論述上のポイントです。そのうち、１・２は必須条件であり欠かせないもので
す。 ３・４・５は論の説得力を増すための工夫であり、必要に応じて用いるとよいでしょう。
常にそうして書かなければならないというものではありません。自分の意見文を確認してみま
しょう。
ポ　イ　ン　ト ○・× △（△とする理由）
１ 「資料Ｘ」などとして、どの資料を根拠に
しているかを提示している。
２ 　「一番多い」「かなり」「とても」などと曖
昧にせず、資料の数値を示している。
３
生のデータを挙げるのではなく、数値をま
とめるなどしてイメージしやすい情報に適
皿こ整理している。
　ＥＸ．約75‰つまり４分の3
　　　　54%→半数以上
４ 複数の資料を収り上げて根拠とし、多元的
な意見となるようにしている。
５
自説に不利な要素へのフォローアップをし
ている。
　EX.確かに、資料Ｚには○○○などの否
　　定的な意見もある。しかし、これは△△
　　△であるため､解決するのは難しくない。
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〈資料３〉
　次に、高校の国語の授業で、または授業以外の小論文指導一入試指導などで．資料を読み
取ったり意見文を書いたりという学習がどのようであったか答えてください。○（習った・
やった）または×（やっていない）だけでもよいですし、具体的に書いてくれても結構です。
学　習　の　内　容 国語の授業で 授業外で
１
マッピングやKJ法など、書こうとする内
容についてのアイディアを出す方法につい
て。
２
説得力のある文章にするには根拠を示す必
要かおるということ。
３
どのようなものが根拠としてふさわしい
か、吟味すること。
４
想定される反論を示したうえでそれを否定
して自分の意見の説得力を増す、という述
ｇ方について。
５
図表などからどのようにして情報を読み取
るかについて。
６
読み取った情報を、自分の意見との関係か
らどのように整理するかについて。
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